
島根県立
津和野高等学校

設置学科　学級数 学校の特色

全校生徒数 195名（R5.5.1現在）

◆普通科　　2学級

所 在 地：〒699-5605　鹿足郡津和野町後田ハ12-3
電 話 番 号：（0856）72-0106
FAX 番 号：（0856）72-0329
E メ ー ル：tsuwanokoko@pref.shimane.lg.jp
HPアドレス：https://tsuwano.ed.jp/

◆知的好奇心に富み、生涯学ぼうとする姿勢を身につけ
た人

◆豊かな感性と想像力を持ち、異なる意見を尊重して、
他者との関係を築く人

◆広い視野で俯瞰し、批判的思考と問題意識を持った当
事者として行動する人

◆世界の動向に関心を持ち、志を遂げようとする気概を
抱き続ける人

◆学びを大切にし、学びに本気で向かう姿勢を持つ生徒
◆自律心を持ち、自他を大切にする生徒
◆社会との関わりに興味関心を持っている生徒
◆向上心を持ち、成長しようとする生徒

【学校目標】 世界で活躍する人を津和野町で育てる。

【本校での学び】

【部活動】

【学校行事】

【多様な文化の入り交じる学校生活】

【学習活動】

～あの山の向こうの世界に伍する者であれ～

1.「総合的な探究の時間」を使い、身近なことや地域に
ついての「問い」を見つけて、探究マインドを養う。

2. 津和野の「まち・ひと・こと」という学びの土壌で財団
法人つわの学びみらいと協働して生徒を育てる。

〈 「やってみたい」を「やってみる」３コース 〉
◆総合コース
　基礎から幅広く学び、実習を通して教養を身につける。
◆探究コース
　「総合的な探究の時間」を手厚くし、大学との連携によ

る学術的な探究学習を行う。
◆自然科学コース
　理系進学に対応するため少人数できめ細かい指導をする。

　体育系６部、文化系４部があり、少人数でも全員が主役と
なる部活動を展開しています。部員数の最も多い地域系部活動

「グローカル・ラボ」は、地域社会に積極的に飛び出し、伝統
行事への参加、地元の方と農作物の栽培や商品の開発など、
津和野の生活に溶け込む活動をしています。また、「硬式野球」、

「バレーボール（女子）」は、本校のシンボルスポーツとして指
定され、強化だけでなく地域の活性化の一端を担っています。

　古くは城下町として栄
え、明治維新の発祥の地
として知られる山口県萩市
から、山陰の小京都として
知られる歴史と文化の町・
津和野までを早朝から一
日かけて歩きとおす『鍛錬行事』や、文化部合同公演『JAM』
など、生徒が主体的に活躍する場面を大切にしています。本
校の学校行事は、「生徒の目に見える成長」をテーマに実施し
ています。

　しまね留学（地域みらい留学）制度を利用し、全校生徒の
４０％以上の生徒が県外から津和野高校へ、充実した学びの
場を求めて進学しています。様々な地域の出身者は、多様な
考え方や文化を広めてくれています。日頃の学習だけでなく、
多くの地域の文化に触れることができます。

　普通科のみの２クラス定員の学校ですが、３クラス編制を
基本とし、少人数によるきめ細やかな指導をおこなっています。
１年次は全員共通のカリキュラムで、２年次以降、「総合」「探究」

「自然科学」の３コースのいずれかを選択し、独自の進路別カ
リキュラムのもと、目標にあった科目を選択し、多様な進路の
実現を目指します。個々の学力を伸ばすために、習熟度別授
業や少人数指導を実施しているほか、進学補習や個別の添削
指導にも力を入れています。
　また、敷地内に町営英語塾『HAN-KOH』が設置されており、
放課後から夜間まで、塾講師による英語指導を受けることが
できるほか、他教科の指導や自学自習の場の提供など様々な
学習支援をおこなっています。津和野高校は、関わる人の厚
みによって、生徒の夢の実現を手厚くサポートしています。

育てたい生徒像（グラデュエーション・ポリシー）

求める生徒像（アドミッション・ポリシー）

学びの特色（カリキュラム・ポリシー）

各40人定員
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